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JVMについて



JVMとYellowfin

YellowfinはJVM（Java Virtual Machine）という実行環境上で動作します。

メモリの空きに余裕がないとYellowfinの動作は少しずつ遅くなり、割り当て
以上のメモリを使用するような処理を行うと、OutOfMemoryエラーが発生
します。

どんな処理をすると発生しやすいのか…例えば、

データベースから大量の結果セットが返ってくるようなレポートの作成
・実行
大きなクロス集計表の作成・実行
高度な関数を多用しているレポートレポートの作成・実行
データ量の多いCSVファイルのアップロード
インメモリデータベースへのデータキャッシュ



OutOfMemoryを防ぐには

レポートにフィルターを設けて全体量を減らすなどし、まずはレポートの
スリムアップをしましょう。

それでも動作が重くなる、OutOfMemoryが発生しやすい場合はメモリの設
定を変更します。

※デフォルト値は1024MBとなっています。変更は、運用状況や環境に応じて各自
チューニングして頂きますようお願い致します。



JVM変更方法



1.  
2.  

3.  

■Yellowfinをインストールした環境、また、Windowsの場合は起動方法に
よって設定の仕方が異なりますのでご注意ください。

Windowsサービスから起動している場合
Windowsショートカット、またはバッチファイルから起動している場
合
Linux/Unix/Mac OSXの場合

■変更した内容は管理＞管理コンソール＞システム情報にて確認できま
す。



1．Windowsサービスの場合



2．Windowsショートカットの場合



3．Linux/Unix/Mac OSXの場合



JVMの確認方法
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